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コンピュ  -ターやソフ トウェアの発展によって吉林大学数学学科の教学形式も
46
進歩しており,もう昔の黒板とチョークだけの単一方式からマルチメディアやインタ











学,常微分方程式, 偏微分方程式 , 複素函数論, 幾何学 , 確率統計 , 計算数理 , 数理
物理学 , 数学試験など8  0 種類以上の課程を開設している.このほか,全学の線型代
数学 , 微積分学 , 確率統計をはじめとする数学の基礎教育にも取り組んでいる.
上に示した課程の授業中には,学生の人数が100人に達する場合もよ  \langle ある.授
業の効果をあげるために伝統的な黒板とチョ  -f だけの単一方式から脱却して新し
い道具を利用して,新しい授業法を開発することが非常に重要である.パワーポイン
卜のフ  0 ロジエクターやインターラクティブホワイ トボードなどのソフ トウエアの活
用はこれら授業改善の一部で , これらの新しいツールの活用によって,伝統的な主に
先生が講義するだけの片方向授業から先生の講義と学生の実践との両方向授業に転
化して,学生の学習興味が強  \langle させて,自発的積極的に勉強することが可能になっ
てきている.










空間解析幾何学は自然科学分野でた  \langle さんの応用があり,その代数方程式幾何学
と図形との関係は統一的な学問の2つの側面である.代数と幾何を一体化させ,完全
に統一的な特徴を伝統的な教育手段によって学生に掲示することは難しい.空間の図
形は伝統の定規だけでは,正確に描きに  \langle  \langle て,図形の優美性をよ  \langle 体現することが




想像しに  \langle いが,ソフトウェアを利用すれ 曲面  y^{2}=-4x と  y^{2}+(z-2)^{2}=4 を別に
描  \langle と図1.  a\cdot b のようになり曲面間の交線は図2のように現れてよ  \langle 分かる.
 0
 \iota  x
図 1.  a  y^{2}=-4x の曲面 図 1.  by^{2}+(z-2)^{2}=4 の曲面
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 x
図2 曲面  y^{2}=-4x および  y^{2}+(z-2)^{2}=4 の曲面間の断面
解析学を理解する上で最初の難関は極限の定義を理解することである.教科書の
標準的な定義は  \varepsilon-\delta 論法であるが,学生たちはこのような表現方法に素早  \langle 慣れるこ
とができない.関数の具体的な画像と結合することができれば,学生は概念に対する
理解が楽になる.例えば:  x を  0 に近付けた時の関数  y= \frac{s\dot{m}x}{X}\cdot 1 の極限を考える.
MATLAB で
Clear
 a  = 10.0;
 x  = ‐a : 0.00001 :  a ;
 y  =  \sin(x)./x ‐ 1;
plot( x , y)
xlabel(’x’); ylabel(’y’);
grid on
とすると,便利に関数画像ができる.さらに表示区間を調整するパラメータ  a を10.  0,
O. 1, 0.001のように変化させて関数画像を図3のように次々に提示する.それらの画
像と先生の説明を結びつけると,学生たちは  \varepsilon-\delta 論法が論法が理解しやす  \langle なる.
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 x \cross 10^{-3}
 c a=0.001




















学生はまず数学モデルを作って ABCD4 点の温度を  x_{1}x_{2}x_{3}x_{4} として次のような連立
一次方程式を得る:
 \{\begin{array}{ll}
x_{1}=\frac{1}{4}(10+20+x_{2}+x_{3})   
x_{2}=\frac{1}{4}(20+40+x_{1}+x_{4})   
x_{3}=\frac{1}{4}(10+30+x_{1}+x_{4})   (1)
x_{4}=\frac{1}{4}(30+40+x_{2}+x_{3})   
\end{array}
それから MATLAB で 次のようにフ  \circ ログラムしてABCD4点の温度を得る.
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clear
MatrixA =[ 1 ‐  0.25 ‐  0.25  0 ;
 -0.25 1  0 ‐  0.25 ;
 -0.25  0 1 ‐  0.25 ;









時間を節約して,グラフや動画等を利用する勉強は視覚的に理解しやす  \langle になる.生
徒が自ら操作できるため,数学への興味は高  \langle なるなどの長所もある.一方で , ソフ
 \vdash 活用した授業は , 生徒が単にグラフや最終結果に興味を持って,基礎概念や演習過
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